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第６５回議会運営委員会 
 

と き 令和３年５月１４日（金） 

午後１時３０分 

ところ 第１委員会室 

 

付議事項 

１ 高橋参考人の不穏当発言の議会対応についての陳情および陳情等による参

考人の発言の責任の所在等に関わる陳情書について 

 

２ 陳情等による参考人の発言の責任の所在等に関わる陳情書について 

 

３ 令和３年第２回（６月）定例会に関する事項について 

(1) 会期案について 

５月２０日（木）から６月１５日（火）までの２７日間 

議案名・・・資料１ 

(2) 市長の就任挨拶 

本会議の開会宣言後に市長から就任挨拶を行う。 

(3) 執行部出席者のうち異動のあったものの自己紹介 

申し合わせ事項１２９により行う。 

 

(4) 宇部・山陽小野田消防組合議会の報告について 

 申し合わせ事項４４により行う。 

 

(5) 人事案件について 

申し合わせ事項の６２により行う。 

○申し合わせ事項 

（部長等の異動による自己紹介） 

129 部長等（議場出席者に限る。）の異動があったときは、次の議会に

おいて自己紹介させる。 

○申し合わせ事項 

 （一部事務組合議会の報告） 

44 宇部・山陽小野田消防組合議会の報告は、３月と６月の定例会初日

に行う。 
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(6) 選挙管理委員会の委員及び同補充員の選挙について 

  選挙管理委員４人及び同補充員４人の任期が７月５日をもって満了する

ため、定例会最終日に議会において選挙を行う。 

 

(7) 代表質問について・・・資料２ 

(8) 議事日程案について・・・資料３ 

(9) 陳情・要望書の取扱いについて・・・資料４ 

 ・要望書（令和元年１２月議会に提出された市営住宅条例の一部改正に関

する議案について、審査が不十分であったため解明を要望） 

 ・市場休場に伴う農林水産課からの出荷者宛文書について 

 ・地方卸売場不認定の振り返りと次回認定申請について 

(10) 抗議文、要望書の取り消しについて・・・資料５ 

(11) エコスタイルについて 

 

４ モニター意見について・・・資料６ 

 

５ 標準市議会会議規則の一部改正に伴う取扱いについて・・・資料７ 

 

６ その他 

(1) 議会運営委員会の開催日 

 ・５月２１日（金）午後１時 一般質問及び代表質問について 

(2) 全員協議会の開催日時 

・５月２０日（木）午前９時３０分から 議運決定事項の報告 

(3) その他 

○申し合わせ事項 

（指名推選） 

50 次に掲げる選挙は、地方自治法第１１８条第２項に基づく指名推選

による。 

(1) 一部事務組合議会の議員 

(2) 選挙管理委員会の委員及び同補充員 

○申し合わせ事項 

（人事案件の委員会付託） 

62 人事案件は、委員会付託を省略し、原則として本会議初日に上程し、

即決する。 
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令和３年第２回（６月）定例会議案名（案） 
 

市長提出案件（議案１４件、報告６件） 
 

○総務文教常任委員会所管（５件） 

(1) 議案第４９号 山陽小野田市庁舎建設整備基金条例の制定について 

（総務） 

 (2) 議案第５０号 山陽小野田市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正

する条例の制定について                  （総務） 

(3) 議案第５１号 山陽小野田市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改

正する条例の制定について                 （人事） 

(4) 承認第４号 山陽小野田市税条例等の一部改正に関する専決処分につい

て                            （税務） 

(5) 承認第５号 山陽小野田市都市計画税条例の一部改正に関する専決処分

について                         （税務） 

 

○民生福祉常任委員会所管（３件） 

(1) 議案第４７号 令和３年度山陽小野田市介護保険特別会計補正予算（第

２回）について                      （高齢） 

 (2) 議案第５２号 山陽小野田市立サッカー交流公園条例の一部を改正する

条例の制定について                    （文ス） 

(3) 議案第５３号 山陽小野田市立保育所条例の一部を改正する条例の制定

について                        （子育て） 

 

○産業建設常任委員会所管（１件） 

(1) 議案第４８号 令和３年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計補

正予算（第２回）について                 （公営） 

 

○一般会計予算決算常任委員会所管（２件） 

(1) 議案第４６号 令和３年度山陽小野田市一般会計補正予算（第４回）に

ついて                          （財政） 

(2) 承認第３号 令和３年度山陽小野田市一般会計補正予算（第３回）に関

する専決処分について                   （財政） 

 

資料１ 
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○人事案件（３件） 

 (1) 同意第１号 山陽小野田市副市長の選任について      （人事） 

 (2) 同意第２号 山陽小野田市教育委員会の委員の任命について （人事） 

 (3) 同意第３号 山陽小野田市監査委員の選任について     （人事） 

 

○報告（６件） 

(1) 報告第３号 繰越明許費予算の繰越しについて       （財政） 

(2) 報告第４号 繰越明許費予算の繰越しについて       （高齢） 

(3) 報告第５号 病院事業会計建設改良費予算の繰越しについて （病院） 

(4) 報告第６号 水道事業会計建設改良費予算の繰越しについて （水道） 

(5) 報告第７号 工業用水道事業会計建設改良費予算の繰越しについて 

 （水道） 

(6) 報告第８号 下水道事業会計建設改良費予算の繰越しについて（下水） 

 

●行政報告 

(1) 山陽小野田市土地開発公社の令和２年度決算概要及び令和３年度事業計

画概要について                      （土木） 



 

 

代表質問の実施について 
 

１ 代表質問とは 

代表質問は、会派の政策を明らかにし、その見地から執行機関の所信、見

解を求めるものである。 

代表質問の内容については、会派内で事前に政策論議を十分行い、その結

論を発言すべきであり、これによりその会派の政策を知ることができる。発

言する議員に一任する方法では個人質問と同じで、代表質問とはいえない。 

代表質問をすることにより会派内の政策論議が活発になる。 

代表質問は、市の基本的な事項を対象とし、詳細な事項は他の議員の一般

質問や委員会での審査に任せ、また、重複しないようにする必要がある。 
 

２ 実施内容 

(1) 実施時期 

＊ ６月定例会 

(2) 質問内容  施政方針について 

  ＊ 通告は「１、令和３年度施政方針について」とする。 

  ＊ 施政方針に記載している事項と関連のないものは通告しない。 

(3) 質 問 者  会派のうちから１人（現状では最大４人） 

＊ 最初の一括質問のみ登壇する。 

＊ 冒頭に会派名、会派所属議員、会派理念等について述べる。 

(4) 質問時間  １人当たり６０分以内 

(5) 質問方式  一括質問方式 

(6) 答 弁 者 

＊最初に総括的な答弁を市長が行い、その後、必要に応じて詳細部分に

ついて、市長又は担当参与が答弁する。 

(7) そ の 他 

・ 会派を構成していても代表質問をしないことができる。 

・ 他の会派の質問と重複しないよう、できる限り調整する。 

・ 通告書の提出は、下記のとおりとする。 

５月２１日（金） 正午まで 代表質問通告書の提出、抽選 

５月２４日（月） 正午まで 代表質問趣旨書の提出 

   〃 午後１時から 質問者間での質問の調整 

   〃 午後２時から 聞き取り（午後５時まで） 
 

資料２ 



1 

 

 

令和３年第２回（６月）定例会議事日程（案） 
 

月 日 曜 開議時刻 会議名 摘要 

５ ２０ 木 午前１０時 本会議 

・会期の決定 

・諸般の報告（行政報告、事務報告） 

・宇部・山陽小野田消防組合議会の報告 

・同意３件を一括上程、提案理由の説明 

説明、質疑、討論及び採決 

・報告６件を一括報告及び質疑 

・令和３年度施政方針並びに議案１１件 

を一括上程、提案理由の説明、質疑及 

び委員会付託 

５ ２１ 金 
 休 会 

・一般質問通告締切（正午まで） 

・代表質問通告締切（正午まで） 

午後１時 委員会 議会運営委員会 

５ ２２ 土  休 会  

５ ２３ 日  休 会  

５ ２４ 月  休 会 

・一般質問聞取（正午まで） 

・代表質問趣旨書締切（正午まで） 

・代表質問聞取（午後５時まで） 

５ ２５ 火 

午前９時 委員会 

・総務文教常任委員会 

・一般会計予算決算常任委員会 

総務文教分科会 

午前１０時 委員会 

・産業建設常任委員会 

・一般会計予算決算常任委員会 

産業建設分科会 

５ ２６ 水  休 会  

５ ２７ 木  休 会  

５ ２８ 金 

午前１０時 本会議 
・付託案件（議案第４８号）に対する 

委員長報告、質疑、討論及び採決 

本会議終了後 委員会 

・民生福祉常任委員会 

・一般会計予算決算常任委員会 

民生福祉分科会 

資料３ 
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５ ２９ 土  休 会  

５ ３０ 日  休 会  

５ ３１ 月 午前１０時 委員会 
・一般会計予算決算常任委員会 

 新型コロナウイルス感染症対策分科会 

６ １ 火  委員会 ・委員会予備日 

６ ２ 水 午前１０時 本会議 ・代表質問（ 人） 

６ ３ 木 午前９時３０分 本会議 ・一般質問（ 人） 

６ ４ 金 午前９時３０分 本会議 ・一般質問（ 人） 

６ ５ 土  休 会  

６ ６ 日  休 会  

６ ７ 月 午前９時３０分 本会議 ・一般質問（ 人） 

６ ８ 火  休 会  

６ ９ 水  休 会  

６ １０ 木 午前９時３０分 本会議 ・一般質問（ 人） 

６ １１ 金 午前１０時 委員会 ・一般会計予算決算常任委員会 

６ １２ 土  休 会  

６ １３ 日  休 会  

６ １４ 月  休 会 ・議事整理日 

６ １５ 火 午前１０時 本会議 

・付託案件に対する委員長報告、質疑、 

討論及び採決  
・選挙管理委員会の委員の選挙及び同補

充員の選挙について  

・閉会中の調査事項について 
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令和２年１２月３日付 市議会モニター：藤永幸成 

 

モニターからの意見 議会の考えと対応 

 

１１月２６日の議会運営委員会を拝聴して思ったこと 

１．山陽小野田市議会基本条例について 

ア．山陽小野田市議会基本条例（以下、「基本条例」という。）中には、山陽小野田市（地方公共団

体）の執行機関に対する監視する機能や執行機関と相互にけん制し合う機能についての明文が見

当たらないと思いますが、いかがでしょうか。 

 

イ．第９条に定める「政策討論会」について、出席委員の皆様の共通認識として、当該協議が長期間

にわたって実施されていないとするものでしたが、普段の委員会協議や本会議での討議は、これ

に類するものではないのですか。 

 

 

 

 

 

ウ．第９条１項中に規定される「共通認識…図り」とは、どのような事象を指すのでしょうか。 

政策討論会の場において「共通認識」が必要なのでしょうか。 

 

 

２．市議会や各種委員会について 

前１．アに記述しました「執行機関に対する監視やけん制機能」について、十分に発揮できている

との共通認識を共有されているのでしょうか。 

議会運営委員会を公開していることは、執行機関に対して持つべき緊張感を放棄されているよう

に思いますが、いかがでしょうか。 

相手に手の内を公開すれば、相手は楽勝だと思います。 

 

 

 

 

 前文に明記しています。ま

た、前文を具現化する内容を条

文に含んでいます。 

 

 第９条で指す政策討論会は、

会派にあっては会派代表者が、

会派に属さない者にあってはそ

の者が議長に議題を申し入れて

実施されるもので、本会議や委

員会での討議とは違うものです。 

 

 政策討論会の趣旨である政策

立案や政策提言を推進するため

には、共通認識が必要と考えま

す。 

 

 

議会運営委員会の趣旨上、議

長の諮問事項を審議することが

主であり、公開することが執行

機関に対して緊張感を放棄して

いることにはならないと考えま

す。 

 

資料６ 
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３．議会等の質問時間について 

議会等の質問時間について、午前中の時間を１２時から１２時２０分まで延長すべきとの意見に

ついて、質問が途中で途切れることに対する傍聴者からの苦情を一因に掲げ、半ば強行的に外部委

員の意見を排除し、２０分の延長を決定されたように拝聴しました。 

  これに関しまして、次の意見を述べさせていただきます。 

 

 ア．質問が途中で途切れないための方策として、昼休憩を挟まず質問を継続されてはいかがでしょ

うか。 

 イ．質問時間の延長に伴う対応として、関係する一般職員全員に対し、対価支給若しくは休暇付与

を立法制度化する。 

 ウ．ごく一部の苦情により、多数の関係者に不利益を被らせる可能性がある規定は意味を持たない

ので、全て廃止されてはいかがでしょうか。 

 

 

現在、アの方法で運用してい

ます。 
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令和２年１２月１０日付 市議会モニター：樋口晋也 

 

モニターからの意見 議会の考えと対応 

 

  意見と質問 

前々から、「議員活動」と「議会活動」の違いが分かりにくく感じています。 

即ち「議員」と「議会人」の違いです。 

これを踏まえてモニター活動をしなければならないと考えていますが、よく分かりません。 

議員皆さんの共通認識として、いかなるものか教えてください。 

 

 

 

議会人とは組織の中の一人の

ことであり、議員とは個人一人

のことであると考えます。 
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令和３年１月２６日付 市議会モニター：樋口晋也 

                            

モニターからの意見 議会の考えと対応 

 

１．一般質問時のマスク適用除外について 

  昨年１２月定例会より、議場も完成して、コロナ対策も取られた中での一般質問でしたが、マス

クを着用しての声が聞き取りにくい場面が何度もありました。 

  当然、健康被害を及ぼす可能性が高くなるのであれば問題ですが、いかがでしょうか。 

  議員の発言は、私たち市民になじみのない言葉も多く、ちょっとしたことで理解できない場面が

ありますし、しゃべり方がもともと聞き取りにくい方もいらっしゃいますので、御検討ください。 

 

 

２．政策討論会の開催について 

  長い期間政策討論会が開催されておりませんが、２２名の議員の皆さんは、政策が全て一致して

いるのでしょうか。言論の府と言いながら、この開催が定期的に実行されないのは、議員の怠慢と

受け取られかねません。 

  先般「日本国旗掲揚について」が最後だったでしょうか。これにしても「十分な」議論がなされ

ていたでしょうか。 

  開催方法が委員会提案なのか、議運提案なのか、複数名の議員提案なのか、内容の決定方法は様々

ですが、その動きが見えないことは残念でなりません。御検討ください。 

 

３．会派の意味について 

  山陽小野田市議会における「会派」の存在理由、その必要性について、その定義を教えてくださ

い。 

  また、現行会派のその主張もホームページに掲載することで、市民にも議会におけるそれぞれの

会派の基本的主張が分かり、まさに開かれた議会を一歩前進させることにつながるのではないでし

ょうか。御検討ください。 

 

 

コロナ対策は重要と考え、マ

スク着用は維持したいと考えま

す。 

マスク着用とした場合でも、

相手に聞き取りやすいように、

はっきり発言するように気を付

けていきます。 

 

最近、政策討論会を行ってい

ません。今のままでは政策立案

に至らないため、どのような方

法があるか考えていきます。 

 

 

 

 

会派は、政策を中心に同一の

理念を共有して、政策立案及び

政策提言に資するものです。 

掲載については、貴重な御意

見として承ります。 

 
















